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(57)【要約】
【課題】生体組織を検査する内視鏡に洗浄用アダプタを
取り付けて内視鏡の洗浄を行う際、気体や液体の流体が
流れる内視鏡内の流路の洗浄を確実にかつ効率よく行う
。
【解決手段】内視鏡の洗浄用アダプタは、内視鏡の操作
部の流路切換スイッチを装着する部分に、流路切換スイ
ッチと交換可能に装着できるように構成され第１装着部
と、洗浄液源から供給される洗浄液が流れる第１洗浄液
流路が設けられ、前記第１装着部に接続されて、洗浄液
を供給する第１洗浄管と、を備えた第１アダプタを含む
。前記第１装着部は、前記流路切換スイッチに代えて前
記操作部に装着されることにより、前記第１洗浄液流路
及び前記操作部に設けられた共通流路を洗浄液の供給流
路として、前記第１洗浄液流路及び前記共通流路と、内
視鏡の挿入部に設けられた、流体が流れる複数の個別流
路との間を、１対１に接続する洗浄液の接続流路を複数
形成するように構成される。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体組織を検査する内視鏡に取り付けられて内視鏡の洗浄を行う内視鏡の洗浄用アダプ
タであって、
　前記内視鏡は、
　生体組織を検査するセンサを備え、気体あるいは液体のいずれかの流体を吐出あるいは
吸引する複数の先端開口が設けられた先端部と、前記センサの信号線及び前記先端開口そ
れぞれから延びて前記流体が流れる複数の個別流路を備えた第１ケーブルと、を備えた挿
入部と、
　前記挿入部と接続され、前記流体の供給あるいは吸引を行う前記流体の共通流路が設け
られ、生体組織の検査のために前記先端部を操作するための操作部と、を備え、
　前記操作部は、前記共通流路に対して、前記複数の個別流路の少なくとも１つを選択し
て前記共通流路と接続させる流路切換スイッチを着脱自在に装着する切換スイッチ装着部
を備え、
　前記洗浄用アダプタは、
　前記切換スイッチ装着部に、前記流路切換スイッチと交換可能に装着できるように構成
され第１装着部と、
　洗浄液源から供給される洗浄液が流れる第１洗浄液流路を備え、前記第１装着部に接続
されて洗浄液を供給する第１洗浄管と、を備えた第１アダプタを含み、
　前記第１装着部は、前記流路切換スイッチに代えて前記切換スイッチ装着部に装着され
ることにより、前記第１洗浄液流路及び前記共通流路を洗浄液の供給流路として、前記第
１洗浄液流路及び前記共通流路と、前記複数の個別流路との間を、１対１に接続する洗浄
液の接続流路を複数形成するように構成されている、ことを特徴とする内視鏡の洗浄用ア
ダプタ。
【請求項２】
　前記内視鏡は、
　前記先端部における検査結果をデータ処理するデータ処理装置と前記操作部を接続する
、前記センサの信号線及び前記共通流路が設けられた第２ケーブルと、
　前記信号線を前記データ処理装置に接続するコネクタ部と、備え、
　前記コネクタ部には、流体の供給あるいは吸引を行うための前記共通流路の開口ポート
が設けられ、
　前記洗浄用アダプタは、
　前記開口ポートに装着可能に構成された第２装着部と、
　洗浄液源から供給される洗浄液が流れる第２洗浄液流路が設けられ、前記第２装着部に
接続されて洗浄液を供給する第２洗浄管と、を備えた第２アダプタを含み、
　前記開口ポートに前記第２装着部を取り付けることにより、前記共通流路を洗浄液の供
給流路とする、請求項１に記載の内視鏡の洗浄用アダプタ。
【請求項３】
　前記切換スイッチ装着部は、前記操作部に設けられた凹部であり、前記凹部の内壁面に
は、前記共通流路の複数の開口と、前記個別流路の複数の開口が設けられ、
　前記第１装着部は、前記凹部に挿入されるように設けられた長尺形状の部分であり、
　前記接続流路の少なくとも１つは、前記第１装着部が前記凹部に挿入されることにより
、前記凹部の前記内壁面における前記共通流路の開口の１つと、前記凹部の前記内壁面に
おける前記個別流路の開口の１つを接続する流路である、請求項１又は２に記載の内視鏡
の洗浄用アダプタ。
【請求項４】
　前記接続流路の１つは、前記第１洗浄液流路と前記個別流路の１つとの間を接続する、
前記第１装着部の長尺形状の内部に穿たれた長手方向に延びる、開口を有する孔であって
、
　前記第１装着部が、前記切換スイッチ装着部に装着されたとき、前記孔の開口は、前記
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凹部の内壁面に設けられた前記個別流路の１つの開口と対向するように設けられている、
請求項３に記載の内視鏡の洗浄用アダプタ。
【請求項５】
　前記第１装着部及び前記凹部は、前記第１装着部が前記凹部に挿入されたとき、前記第
１装着部の外周面と前記凹部の内壁面との間に、隙間ができるような寸法を有し、
　前記隙間に対応する前記凹部の前記内壁面の対応部分に、前記共通流路の複数の開口の
１つと、前記個別流路の複数の開口の１つが設けられることにより、前記隙間が前記接続
流路の１つとして形成される、請求項３または４に記載の内視鏡の洗浄用アダプタ。
【請求項６】
　前記隙間は、前記長尺形状の長手方向の少なくとも一方の側に、前記接続流路の他の１
つと区画されるように、前記第１装着部の外周にＯリングが設けられている、請求項５に
記載の内視鏡の洗浄用アダプタ。
【請求項７】
　前記個別流路は、流体を吸引する吸引流路と、流体を送出する送出流路を含み、
　前記切換スイッチ装着部は、前記吸引流路を切り換えるための吸引用切換スイッチを装
着する吸引切換スイッチ装着部と、前記送出流路を切り換えるための送出用切換スイッチ
を装着する送出用切換スイッチ装着部と、を含み、
　前記第１装着部は、前記吸引用切換スイッチ装着部に交換可能に装着される吸引用装着
部と、前記送出用切換スイッチ装着部に交換可能に装着される送出用装着部と、を含む、
請求項１～６のいずれか１項に記載の内視鏡の洗浄用アダプタ。
【請求項８】
　生体組織を検査する内視鏡と、内視鏡に取り付けられて内視鏡の洗浄を行う内視鏡の洗
浄用アダプタのセットであって、
　前記内視鏡は、
　生体組織を検査するセンサを備え、気体あるいは液体のいずれかの流体を吐出あるいは
吸引する複数の先端開口が設けられた先端部と、前記センサの信号線及び前記先端開口そ
れぞれから延びる、流体が流れる複数の個別流路を備えた第１ケーブルと、を備えた挿入
部と、
　前記挿入部と接続され、前記流体の供給あるいは吸引を行う前記流体の共通流路を備え
、生体組織の検査のために前記先端部を操作するための操作部と、を備え、
　前記操作部は、前記共通流路に対して、前記複数の個別流路の少なくとも１つを選択し
て前記共通流路と接続させる流路切換スイッチを備える着脱自在な切換スイッチ装着部を
備え、
　前記洗浄用アダプタは、
　前記切換スイッチ装着部に、前記流路切換スイッチと交換可能に装着できるように構成
され第１装着部と、
　洗浄液源から供給される洗浄液が流れる第１洗浄液流路が設けられ、前記第１装着部に
接続されて、洗浄液を供給する第１洗浄管と、を備えた第１アダプタを含み、
　前記第１装着部は、前記流路切換スイッチに代えて前記切換スイッチ装着部に装着され
ることにより、前記第１洗浄液流路及び前記共通流路を洗浄液の供給流路として、前記第
１洗浄液流路及び前記共通流路と、前記複数の個別流路との間を、１対１に接続する洗浄
液の接続流路を複数形成するように構成されている、ことを特徴とするセット。
【請求項９】
　前記内視鏡は、
　前記先端部における検査データをデータ処理するデータ処理装置と前記操作部を接続す
る、前記センサの信号線及び前記共通流路を備えた第２ケーブルと、
　前記信号線を前記データ処理装置に接続するコネクタ部と、備え、
　前記コネクタ部には、流体の供給あるいは吸引を行うための前記共通流路の開口ポート
が設けられ、
　前記洗浄用アダプタは、



(4) JP 2018-143658 A 2018.9.20

10

20

30

40

50

　前記開口ポートに装着可能に構成された第２装着部と、
　洗浄液源から供給される洗浄液が流れる第２洗浄液流路が設けられ、前記第２装着部に
接続されて、洗浄液を供給する第２洗浄管と、を備えた第２アダプタを含み、
　前記開口ポートに前記第２装着部を取り付けることにより、前記共通流路を洗浄液の供
給流路とする、請求項８に記載のセット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生体組織を検査する内視鏡に取り付けられて内視鏡の洗浄を行う内視鏡の洗
浄用アダプタと、内視鏡と内視鏡の洗浄用アダプタのセットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、人体内部の生体組織を検査するために内視鏡が用いられる。内視鏡は、内視鏡術
の終了後に、内視鏡の外周面に付着した汚物が除去されるように洗浄される。内視鏡には
、空気や水を送る送水管路、吸水管路、および気体や液体を吸引する吸引管路等の流路が
設けられている。したがって、内視鏡の外周面の他に、これらの流路内部も洗浄する必要
がある。特に、流路に汚物が詰まって流路を塞ぐことは、送水、送気、吸引が困難になる
ことから、流路の内壁面をきれいに洗浄し、さらに流路中にある汚物を確実に除去するこ
とも望まれる。
　例えば、内視鏡の口金にスナップリングを利用して洗浄用アダプタを接続し、洗浄液で
満たされたシリンジ（注射器）を洗浄用アダプタに接続する。シリンジを操作することに
より、シリンジ内の洗浄液を内視鏡の各流路へ注入することで洗浄液が各流路の内部を通
って内視鏡の先端部の先端開口から外部に排出されるので、洗浄液によって各流路を洗浄
することができる。
【０００３】
　例えば、内視鏡の洗浄の際に、手元側に洗浄液や消毒液が逆流して溢れ出ることがなく
、また、吸引管内の汚物が送気管や送水管内に侵入しないように洗浄する技術が知られて
いる（特許文献１）。　上記内視鏡の洗浄は、内視鏡のコネクタ部からシリンジを用いて
洗浄液や消毒液を送気管路、送水管路及び吸引管路等の流路に供給して、内視鏡の先端部
から排出させることにより行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－１０４０７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、この内視鏡では、コネクタ部から延びる送気管、送水管、及び吸気管が送気送
水用シリンダ及び吸引用シリンダに至り、送気送水用シリンダ及び吸引用シリンダにおい
て、複数の管路に枝分かれし、さらに、枝分れした管路の一部は合流して、内視鏡の先端
部で開口する構成となっている。
　このため、先端部から洗浄液が排出していることを確認するだけで、洗浄液が各流路に
いきわたって流れて洗浄されていると判断することは十分でない。流路いずれにも汚物が
詰まっておらず、流路の内壁面が確実に洗浄されていること確認するには、枝分かれし合
流する流路毎に洗浄液が流れていることを確認することが必要になるが、この確認作業は
煩雑であり、効率が悪い。
【０００６】
　そこで、本発明は、生体組織を検査する内視鏡に洗浄用アダプタを取り付けて内視鏡の
洗浄を行う際、気体や液体の流体が流れる内視鏡内の各流路の洗浄を確実にかつ効率よく
行うことができる内視鏡の洗浄用アダプタ、及び内視鏡と内視鏡の洗浄用アダプタのセッ
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トを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様は、生体組織を検査する内視鏡に取り付けられて内視鏡の洗浄を行う内
視鏡の洗浄用アダプタである。
　前記内視鏡は、
　生体組織を検査するセンサを備え、気体あるいは液体のいずれかの流体を吐出あるいは
吸引する複数の先端開口が設けられた先端部と、前記センサの信号線及び前記先端開口そ
れぞれから延びて前記流体が流れる複数の個別流路を備えた第１ケーブルと、を備えた挿
入部と、
　前記挿入部と接続され、前記流体の供給あるいは吸引を行う前記流体の共通流路が設け
られ、生体組織の検査のために前記先端部を操作するための操作部と、を備え、
　前記操作部は、前記共通流路に対して、前記複数の個別流路の少なくとも１つを選択し
て前記共通流路と接続させる流路切換スイッチを着脱自在に装着する切換スイッチ装着部
を備える。
　このとき、前記洗浄用アダプタは、
　前記切換スイッチ装着部に、前記流路切換スイッチと交換可能に装着できるように構成
され第１装着部と、
　洗浄液源から供給される洗浄液が流れる第１洗浄液流路を備え、前記第１装着部に接続
されて洗浄液を供給する第１洗浄管と、を備えた第１アダプタを含み、
　前記第１装着部は、前記流路切換スイッチに代えて前記切換スイッチ装着部に装着され
ることにより、前記第１洗浄液流路及び前記共通流路を洗浄液の供給流路として、前記第
１洗浄液流路及び前記共通流路と、前記複数の個別流路との間を、１対１に接続する洗浄
液の接続流路を複数形成するように構成されている。
【０００８】
　前記内視鏡は、
　前記先端部における検査結果をデータ処理するデータ処理装置と前記操作部を接続する
、前記センサの信号線及び前記共通流路が設けられた第２ケーブルと、
　前記信号線を前記データ処理装置に接続するコネクタ部と、備え、
　前記コネクタ部には、流体の供給あるいは吸引を行うための前記共通流路の開口ポート
が設けられる。
　このとき、前記洗浄用アダプタは、
　前記開口ポートに装着可能に構成された第２装着部と、
　洗浄液源から供給される洗浄液が流れる第２洗浄液流路が設けられ、前記第２装着部に
接続されて洗浄液を供給する第２洗浄管と、を備えた第２アダプタを含み、
　前記開口ポートに前記第２装着部を取り付けることにより、前記共通流路を洗浄液の供
給流路とする、ことが好ましい。
【０００９】
　前記切換スイッチ装着部は、前記操作部に設けられた凹部であり、前記凹部の内壁面に
は、前記共通流路の複数の開口と、前記個別流路の複数の開口が設けられ、
　前記第１装着部は、前記凹部に挿入されるように設けられた長尺形状の部分であり、
　前記接続流路の少なくとも１つは、前記第１装着部が前記凹部に挿入されることにより
、前記凹部の前記内壁面における前記共通流路の開口の１つと、前記凹部の前記内壁面に
おける前記個別流路の開口の１つを接続する流路である、ことが好ましい。
【００１０】
　前記接続流路の１つは、前記第１洗浄液流路と前記個別流路の１つとの間を接続する、
前記第１装着部の長尺形状の内部に穿たれた長手方向に延びる、開口を有する孔であって
、
　前記第１装着部が、前記切換スイッチ装着部に装着されたとき、前記孔の開口は、前記
凹部の内壁面に設けられた前記個別流路の１つの開口と対向するように設けられている、
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ことが好ましい。
【００１１】
　前記第１装着部及び前記凹部は、前記第１装着部が前記凹部に挿入されたとき、前記第
１装着部の外周面と前記凹部の内壁面との間に、隙間ができるような寸法を有し、
　前記隙間に対応する前記凹部の前記内壁面の対応部分に、前記共通流路の複数の開口の
１つと、前記個別流路の複数の開口の１つが設けられることにより、前記隙間が前記接続
流路の１つとして形成される、ことが好ましい。
【００１２】
　前記隙間は、前記長尺形状の長手方向の少なくとも一方の側に、前記接続流路の他の１
つと区画されるように、前記第１装着部の外周にＯリングが設けられている、ことが好ま
しい。
【００１３】
　本発明の一態様によれば、
　前記個別流路は、流体を吸引する吸引流路と、流体を送出する送出流路を含み、
　前記切換スイッチ装着部は、前記吸引流路を切り換えるための吸引用切換スイッチを装
着する吸引切換スイッチ装着部と、前記送出流路を切り換えるための送出用切換スイッチ
を装着する送出用切換スイッチ装着部と、を含み、
　前記第１装着部は、前記吸引用切換スイッチ装着部に交換可能に装着される吸引用装着
部と、前記送出用切換スイッチ装着部に交換可能に装着される送出用装着部と、を含む。
【００１４】
　本発明の他の一態様は、生体組織を検査する内視鏡と、内視鏡に取り付けられて内視鏡
の洗浄を行う内視鏡の洗浄用アダプタのセットである。
　前記内視鏡は、
　生体組織を検査するセンサを備え、気体あるいは液体のいずれかの流体を吐出あるいは
吸引する複数の先端開口が設けられた先端部と、前記センサの信号線及び前記先端開口そ
れぞれから延びる、流体が流れる複数の個別流路を備えた第１ケーブルと、を備えた挿入
部と、
　前記挿入部と接続され、前記流体の供給あるいは吸引を行う前記流体の共通流路を備え
、生体組織の検査のために前記先端部を操作するための操作部と、を備え、
　前記操作部は、前記共通流路に対して、前記複数の個別流路の少なくとも１つを選択し
て前記共通流路と接続させる流路切換スイッチを備える着脱自在な切換スイッチ装着部を
備える。
　前記洗浄用アダプタは、
　前記切換スイッチ装着部に、前記流路切換スイッチと交換可能に装着できるように構成
され第１装着部と、
　洗浄液源から供給される洗浄液が流れる第１洗浄液流路が設けられ、前記第１装着部に
接続されて、洗浄液を供給する第１洗浄管と、を備えた第１アダプタを含み、
　前記第１装着部は、前記流路切換スイッチに代えて前記切換スイッチ装着部に装着され
ることにより、前記第１洗浄液流路及び前記共通流路を洗浄液の供給流路として、前記第
１洗浄液流路及び前記共通流路と、前記複数の個別流路との間を、１対１に接続する洗浄
液の接続流路を複数形成するように構成されている。
【００１５】
　前記内視鏡は、
　前記先端部における検査データをデータ処理するデータ処理装置と前記操作部を接続す
る、前記センサの信号線及び前記共通流路を備えた第２ケーブルと、
　前記信号線を前記データ処理装置に接続するコネクタ部と、備え、
　前記コネクタ部には、流体の供給あるいは吸引を行うための前記共通流路の開口ポート
が設けられ、
　前記洗浄用アダプタは、
　前記開口ポートに装着可能に構成された第２装着部と、
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　洗浄液源から供給される洗浄液が流れる第２洗浄液流路が設けられ、前記第２装着部に
接続されて、洗浄液を供給する第２洗浄管と、を備えた第２アダプタを含み、
　前記開口ポートに前記第２装着部を取り付けることにより、前記共通流路を洗浄液の供
給流路とする、ことが好ましい。
【発明の効果】
【００１６】
　上述の内視鏡の洗浄用アダプタ、及び内視鏡と内視鏡の洗浄用アダプタのセットによれ
ば、流体が流れる内視鏡内の各流路の洗浄を確実にかつ効率よく行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】（ａ）は、本実施形態の超音波内視鏡の一例の外観斜視図であり、（ｂ）は、図
１（ａ）に示す超音波内視鏡のデータ処理装置コネクタ部の一例の側面図である。
【図２】本実施形態の内視鏡の洗浄用アダプタの第１アダプタの一例の外観斜視図である
。
【図３】本実施形態の内視鏡の洗浄用アダプタの第２アダプタの一例の外観斜視図である
。
【図４】本実施形態の洗浄用アダプタの第１アダプタと第２アダプタを装着したときの、
内視鏡の各流路の接続の例を説明する図である。
【図５】本実施形態の洗浄用アダプタの第１アダプタと第２アダプタを装着したときの、
接続流路の例を模式的に説明する図である。
【図６】本実施形態の第１アダプタの操作部への装着の例を示す図である。
【図７】本実施形態の第２アダプタのデータ処理装置コネクタ部への装着の例を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本実施形態について、図面を参照しながら説明する。
　図１（ａ）は、本実施形態の超音波内視鏡の一例の外観斜視図であり、図１（ｂ）は、
図１（ａ）に示す超音波内視鏡のデータ処理装置コネクタ部の一例の側面図である。
【００１９】
（内視鏡）
　図１（ａ）に示す超音波内視鏡１０は、操作部１１と、先端部１２ａ及び第１ケーブル
１２ｂを主に備えた挿入部１２と、第２ケーブル１３と、超音波画像伝送用ケーブル１４
と、データ処理装置コネクタ部１５と、超音波画像処理装置コネクタ部１６と、を主に備
える。
【００２０】
　先端部１２ａは、生体組織を検査するセンサ１２ｃ、具体的には、撮像素子及び超音波
プローブを備える。先端部１２ａの外側部分は硬質樹脂で構成されている。先端部１２ａ
の操作部１１の側には、撮像素子による撮像のための対物レンズや照明レンズ等（図示略
）が設けられている。
　さらに、先端部１２ａは、液体あるいは気体を吐出するあるいは吸引する複数の先端開
口を備える。複数の先端開口は、具体的には、撮像素子に付随した対物レンズ及び照明レ
ンズの表面を洗浄する水等の液体を吐出する先端開口２８ａ（図４参照）、及び対物レン
ズ及び照明レンズの表面に残存する液体や異物を除去するために空気等の気体を吐出する
先端開口３０ａ（図４参照）を含む。また、先端部１２ａには、液体を充填したバルーン
を生体組織に接触させて超音波診断を行うために用いるバルーン（図示略）が装着される
ようになっている。上記複数の先端開口には、先端部１２ａに装着したバルーンに液体を
送る先端開口３２ａ、及びこの液体を吸引する先端開口３４ａ（図４参照）も含まれる。
さらに、先端部１２ａには、可撓性を有する穿刺針（図示略）を生体組織に接触させるた
めの開口であって、この開口を通して生体組織上の液体や気体の吸引を行なう先端開口２
６ａが設けられている。上記複数の先端開口には、この生体組織上の液体や気体の吸引を
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行な先端開口２６ａも含まれる。
【００２１】
　挿入部１２には、上下方向及び左右方向に湾曲する湾曲部１８が設けられている。湾曲
部１８より基端側（操作部１１の側）の部分は自重や施術者の操作に追従して屈曲するこ
とができる可撓性のある第１ケーブル１２ｂとなっている。
【００２２】
　第１ケーブル１２ｂは、先端部１２ａ（湾曲部１８）と操作部１１の間に設けられ、先
端部１２ａに設けられるセンサの信号線及び上記複数の先端開口それぞれから延びる、気
体あるいは液体の流体が流れる複数の個別流路がその内部に設けられている。これらの個
別流路は、管、チューブ、あるいは長孔により形成されている。
【００２３】
　図１に示すように操作部１１の先端部１２ａの側には、可撓性を有する穿刺針を挿入す
るための処置具挿入口突起１１ａが突設している。処置具挿入口突起１１ａの端部開口に
はキャップが着脱可能に取り付けてある。挿入部１２の内部には処置具挿入口突起１１ａ
から先端部１２ａ側に向かって延びかつ可撓性を有する処置具挿通兼吸引管２６（図４参
照）が設けられている。処置具挿通兼吸引管２６は、先端開口２６ａ（図４参照）で開口
している。処置具挿入口突起１１ａから処置具挿通兼吸引管２６に挿入された穿刺針は、
処置具挿通兼吸引管２６の先端開口２６ａから外側に突出可能であり、先端開口２６ａか
ら突出させて生体組織を触診するために用いられる。
　第１ケーブル１２ｂは、上述した先端開口２６ａから延びる処置具挿通兼吸引管２６他
に、上述した先端開口２８ａ，３０ａ，３２ａ，３４ａから延びる管、チューブ、あるい
は長孔を、その内部に備える。本明細書では、処置具挿通兼吸引管２６及び先端開口２８
ａ，３０ａ，３２ａ，３４ａから延びる各管、チューブ、あるいは長孔により形成される
流体の流路を、流路２６，２８，３０，３２，３４という。
【００２４】
　操作部１１は、流路切換スイッチ１１ｂと、湾曲操作レバー（不図示）と、を備える。
　操作部１１は、データ処理装置コネクタ部１５から第２ケーブル１３を介して延びる流
体が流れる共通流路がその内部に設けられている。
　流路切換スイッチ１１ｂは、流路２６～３４の少なくとも１つを選択して、共通流路と
接続する個別流路を切り換える。流路切換スイッチ１１ｂは、操作部１１に着脱自在に構
成され、後述する第１アダプタ５０と交換することができる。
【００２５】
　湾曲操作レバー１１ｃは、湾曲部１８を、上下方向及び左右方向に湾曲させるために、
術者が操作するレバーである。湾曲操作レバー１１ｃの回転操作に応じて湾曲部１８が上
下方向及び左右方向に湾曲する。
　流路切換スイッチ１１ｂは、２つあり、送出用切換スイッチと吸引用切換スイッチとを
含む。送出用切換スイッチは、気体あるいは液体を先端部１２側に送る送出流路である流
路２８，３０，３２が集まる筒状の凹部、すなわち送気送液用シリンダ１１ｄ（図４参照
）に設けられる。吸引用切換スイッチは、流体を先端部１２側から吸引する吸引流路であ
る流路２６，３４が集まる筒状の凹部、すなわち吸引用シリンダ１１ｅ（図４参照）に設
けられる。先端開口２６ａ～３４ａから送気送液用シリンダ１１ｄ及び吸引用シリンダ１
１ｅまで延びる流路２６～３４を以降、個別流路２６～３４という。
【００２６】
　送気送液用シリンダ１１ｄ及び吸引用シリンダ１１ｅとデータ処理装置コネクタ部１５
との間には、共通流路４０，４２，４４（図４参照）が設けられている。したがって、操
作部１１、第２ケーブル１３、及びデータ処理装置コネクタ部１５には、それぞれの内部
に共通流路４０，４２，４４が設けられる。
　具体的には、共通流路４０，４２，４４は、送気送液用シリンダ１１ｄ及び吸引用シリ
ンダ１１ｅから第２ケーブル１３を通して、データ処理装置コネクタ部１５まで延びてい
る。
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　このように、第２ケーブル１３は、先端部１２のセンサで生成される検査結果をデータ
処理するデータ処理装置に接続するデータ処理装置コネクタ部１５と操作部１１を接続す
る。
【００２７】
　データ処理装置コネクタ部１５には、流体の供給あるいは吸引を行うための共通流路４
０，４２，４４の開口ポート１５ａ，１５ｂ（図１（ａ），（ｂ）参照）が設けられてい
る。開口ポート１５ａは、共通流路４０，４２と接続され、開口ポート１５ｂは、共通流
路４４と接続される。
【００２８】
　超音波画像伝送用ケーブル１４には、先端部１２の超音波プローブで生成されたエコー
信号の信号線が設けられ、超音波画像処理装置コネクタ部１６を介して、図示されない超
音波診断装置に接続される。超音波診断装置は、超音波プローブで生成されたエコー信号
を処理して、検査対象の生体組織の診断用画像を生成する。
【００２９】
　このように、内視鏡１０には、データ処理装置コネクタ部１５から、第２ケーブル１３
を介して操作部１１まで共通流路４０，４２，４４が設けられ、操作部１１から第１ケー
ブル１２ｂを介して先端部１２ａまで個別流路２６～３４が設けられる。共通流路４０，
４２，４４と個別流路２６～３４とは、操作部１１の送気送液用シリンダ１１ｄ及び吸引
用シリンダ１１ｅに設けられる切換スイッチ１１ｂを介して接続されている。送気送液用
シリンダ１１ｄ及び吸引用シリンダ１１ｅでは、流路が流路切換スイッチ１１ｂを介して
切り換える構成になっているので、流路全てを洗浄液で洗浄するには、データ処理装置コ
ネクタ部１５の開口ポート１５ａ，１５ｂから、洗浄液を送り先端開口２６ａ～３４ａか
ら排出させる場合、流路全てが洗浄されたか否かを確認することは難しい。このため、流
路全体が洗浄液で洗浄されたか否かを効率よく確実に行うために、本実施形態では、図２
，３に示す内視鏡の洗浄用アダプタが用いられる。以下、洗浄用アダプタを説明する。
【００３０】
（洗浄用アダプタ）
　図２は、本実施形態の内視鏡の洗浄用アダプタの第１アダプタの一例の外観斜視図であ
り、図３は、本実施形態の内視鏡の洗浄用アダプタの第２アダプタの一例の外観斜視図で
ある。本実施形態の洗浄用アダプタは２つのアダプタ部品、すなわち図２に示す第１アダ
プタと図３に示す第２アダプタとで構成される。
　図４は、本実施形態の洗浄用アダプタの第１アダプタと第２アダプタを装着したときの
、内視鏡内の各流路の接続の例を説明する図である。図５は、本実施形態の洗浄用アダプ
タの第１アダプタと第２アダプタを装着したときの、接続流路の例を模式的に説明する図
である。図６は、本実施形態の第１アダプタの操作部１１への装着の例を示す図である。
図７は、本実施形態の第２アダプタのデータ処理装置コネクタ部１５への装着の例を示す
図である。
【００３１】
　図２に示す第１アダプタ５０は、内視鏡１０の操作部１１の流路切換スイッチ１１ｂと
交換することができ、図４に示すように、送気送液用シリンダ１１ｄ及び吸引用シリンダ
１１ｅに装着することができる構成になっている。
　第１アダプタ５０は、第１装着部５２ａ，５２ｂを備える。第１装着部５２ａ，５２ｂ
は、それぞれ切換スイッチ装着部である送気送液用シリンダ１１ｄ及び吸引用シリンダ１
１ｅに、流路切換スイッチ１１ｂと交換可能に装着できるように構成されている。第１装
着部５２ａは、送出用装着部として凹部の送気送液用シリンダ１１ｄに、第１装着部５２
ｂは、吸引用装着部として凹部である吸引用シリンダ１１ｅに挿入される。第１装着部５
２ａ，５２ｂは、長尺形状である。
　第１アダプタ５０は、さらに、第１洗浄管５４ａ，５４ｂを備える。第１洗浄管５４ａ
，５４ｂには、図示されない洗浄液源から供給される洗浄液が流れる第１洗浄液流路５６
ａ，５６ｂ（図６参照）が設けられ、第１装着部５２ａ，５２ｂに接続される。具体的に
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は、第１洗浄液流路５６ａは、第１装着部５２ａに穿たれた流路孔５８ａ（図６参照）に
接続される。第１洗浄液流路５６ｂは、第１装着部５２ｂに穿たれた流路孔５８ｂ（図６
参照）に接続される。洗浄液が流れる第１洗浄液流路５６ａ，５６ｂは、流路孔５８ａ，
５８ｂを通して、後述するように個別流路３２，３４に接続される（図５参照）。
【００３２】
　図３に示す第２アダプタ６０は、図４に示すように、内視鏡１０のデータ処理装置コネ
クタ部１５の開口ポート１５ａに装着することができる構成になっている。
　第２アダプタ６０は、開口ポート１５ａに装着できるように構成された第２装着部６２
を備える。
　第２アダプタ６０は、さらに、第２洗浄管６４ａ，６４ｂを備える。第２洗浄管６４ａ
，６４ｂには、図示されない洗浄液源から供給される洗浄液が流れる第２洗浄液流路６６
ａ，６６ｂ（図７参照）が設けられ、第２装着部６２に接続されて、第２装着部６２に穿
たれた流路孔６８ａ，６８ｂ（図７参照）に接続される。流路孔６８ａ，６８ｂは、後述
するように、共通流路４０，４２及び送気送液用シリンダ１１ｄを通して個別流路２８，
３０に接続される。
　一方、開口ポート１５ｂは、図示されない洗浄液源から洗浄液が供給され、共通流路４
４から、吸引用シリンダ１１ｅを通して個別流路２６に接続される。
【００３３】
　すなわち、図５に示すように、共通流路４０，４２，４４及び第１洗浄液流路５６ａ，
５６ｂは、第１アダプタ５０の第１装着部５２ａ，５２ｂを送気送液用シリンダ１１ｄ及
び吸引用シリンダ１１ｅに挿入することにより形成される接続流路を介して、個別流路２
６～３４のそれぞれに、１対１に接続するように構成される。図５では、符号５８ａ，５
８ｂ，８０，８２，８４が、接続流路に該当する。これらの接続流路により、共通流路４
０，４２，４４及び第１洗浄液流路５６ａ，５６ｂは、洗浄液を個別流路２６～３４に１
対１に供給する洗浄液の供給流路となる。
　このように、流路の１対１の接続により、共通流路４０，４２，４４及び第１洗浄液流
路５６ａ，５６ｂから供給された洗浄液は、接続流路を通って途中で合流や枝別れするこ
となく先端開口２６ａ～３４ａまで供給され、先端開口２６ａ～３４ａから排出されるの
で、先端開口２６ａ～３４ａのそれぞれから洗浄液が排出されることさえ確認できれば、
共通流路４０，４２，４４から個別流路２６～３４の全体にわたって、流路の洗浄が行わ
れていることが確認できる。すなわち、内視鏡１０内の流路の洗浄を確実かつ効率よく行
うことができる。
【００３４】
　図６には、第１アダプタ５０の第１装着部５２ａ，５２ｂを送気送液用シリンダ１１ｄ
及び吸引用シリンダ１１ｅに挿入することにより形成される接続流路の好ましい形態が示
されている。
【００３５】
　図６に示すように、操作部１１に設けられた円筒状の凹部である送気送液用シリンダ１
１ｄの内壁面に、個別流路２８，３０，３２の開口２８ｂ，３０ｂ，３２ｂと、共通流路
４０，４２の開口４０ａ，４２ａが設けられている。長尺形状の第１装着部５２ａが、送
気送液用シリンダ１１ｄに挿入されることにより、送気送液用シリンダ１１ｄの内壁面に
おける開口２８ｂ，３０ｂの１つと、開口４０ａ，４２ａの１つとを接続する接続流路８
０，８２（図５参照）が形成される。具体的には、接続流路８０は、開口４２ａと開口２
８ｂとを接続し、接続流路８２は、開口４０ａと開口３０ｂとを接続する。接続流路８０
，８２は、互いに分離している。このような構成により、１対１の流路の接続を容易に実
現することができる。
【００３６】
　また、図６に示す好ましい形態では、第１装着部５２ａの長尺形状の内部に穿たれた長
手方向に延びる流路孔５８ａが、第１洗浄液流路５６ａと個別流路３２とを接続する接続
流路として機能する。したがって、以降、流路孔５８ａは、接続流路５８ａともいう。こ
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の場合、流路孔５８ａの開口５９ａは、送気送液用シリンダ１１ｄに第１装着部５２ａを
装着したとき、個別流路３２の開口３２ｂと対向するように設けられていることが好まし
い。これにより、流路孔５８ａが個別流路３２と容易に接続され、１対１の流路の接続を
容易に実現することができる。
【００３７】
　また、第１装着部５２ｂの長尺形状の内部に穿たれた長手方向に延びる流路孔５８ｂが
、第１洗浄液流路５６ｂと個別流路３４とを接続する接続流路として機能する。したがっ
て、以降、流路孔５８ｂは、接続流路５８ｂともいう。この場合、流路孔５８ｂの開口５
９ｂは、吸気シリンダ１１ｅに第１装着部５２ｂを装着したとき、個別流路３４の開口３
４ｂと対向するように設けられていることが好ましい。これにより、流路孔５８ｂが個別
流路３４と容易に接続され、１対１の流路の接続を容易に実現することができる。
【００３８】
　また、図６に示すように、操作部１１に設けられた円筒状の凹部である吸気シリンダ１
１ｅの底面に、個別流路２６の開口２６ｂが設けられ、共通流路４４の開口４４ａが吸気
シリンダ１１ｅの内壁面に設けられている。長尺形状の第１装着部５２ｂが、吸引用シリ
ンダ１１ｅに挿入されることにより、吸引用シリンダ１１ｅの底面における開口２６ｂと
、開口４４ａとを接続する接続流路８４（図５参照）が形成される。接続流路８４は、接
続流路５８ｂと分離している。このような構成により、１対１の流路の接続を容易に実現
することができる。
【００３９】
　また、図６に示す好ましい形態では、第１装着部５２ａ及び送気送液用シリンダ１１ｄ
は、第１装着部５２ａが送気送液用シリンダ１１ｄに挿入されたとき、第１装着部５２ａ
の外周面と送気送液用シリンダ１１ｄの内壁面との間に、隙間Ｓ１、Ｓ２（図６参照）が
できるような寸法を有する。この場合、隙間Ｓ１に対応する送気送液用シリンダ１１ｄの
内壁面の対応部分に、共通流路４２の開口４２ａと、個別流路２８の開口２８ｂが設けら
れることにより、隙間Ｓ１が接続流路８０（図５参照）として形成されることが好ましい
。さらに、隙間Ｓ２に対応する送気送液用シリンダ１１ｄの内壁面の対応部分に、共通流
路４０の開口４０ａと、個別流路３０の開口３０ｂが設けられることにより、隙間Ｓ２が
接続流路８２（図５参照）として形成されることが好ましい。
【００４０】
　隙間Ｓ１，Ｓ２は、第１装着部５２ａの長尺形状の長手方向の少なくとも一方の側に、
接続流路５８ａ，８０，８２の１つと区画されるように、第１装着部５２ａの外周にＯリ
ング８６，８８が設けられていることが好ましい。これにより、接続流路５８ａ，８０，
８２を確実に分離して、１対１の流路の接続を簡易な構成で実現することができる。
　図６に示す形態によれば、隙間Ｓ１に対して、Ｏリング８６，８８が、隙間Ｓ１の長手
方向の両側から隙間Ｓ１を挟むように設けられている。このため、接続流路８０は、接続
流路５８ａ，８２から完全に分離される。同様に、隙間Ｓ２に対して、Ｏリング８８が、
隙間Ｓ２の長手方向の接続流路８０の側に設けられている。このため、接続流路８２は、
接続流路８０から完全に分離される。
【００４１】
　本実施形態では、個別流路２６～３４は、流体を吸引する吸引流路と、流体を送出する
送出流路を含み、切換スイッチ装着部１１ｂは、吸引用シリンダ１１ｅ及び送気送液用シ
リンダ１１ｄのように、吸引流路を切り換えるための吸引用切換スイッチを装着する吸引
切換スイッチ装着部と、送出流路を切り換えるための送出用切換スイッチを装着する送出
用切換スイッチ装着部と、を含む。このとき、第１アダプタ５２は、吸引用切換スイッチ
装着部（吸引用シリンダ１１ｅ）に交換可能に装着される吸引用装着部（第１装着部５２
ｂ）と、送出用切換スイッチ装着部（送気送液用シリン１１ｄ）に交換可能に装着される
送出用装着部（第１装着部５２ａ）と、を含む。しかし、一実施形態では、第１アダプタ
５２は、吸引用切換スイッチ装着部（吸引用シリンダ１１ｅ）に交換可能に装着される吸
引用装着部（第１装着部５２ｂ）と、送出用切換スイッチ装着部（送気送液用シリン１１
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ｄ）に交換可能に装着される送出用装着部（第１装着部５２ａ）のいずれか一方のみを含
んでもよい。
【００４２】
　本実施形態の内視鏡１０と、第１アダプタ５０及び第２アダプタ６０とは、セットとし
て提供することが、内視鏡１０内の各流路の洗浄を容易に行うことができる点から好まし
い。勿論、第１アダプタ５０及び第２アダプタ６０は、内視鏡１０とは別体として提供す
ることもできる。
【００４３】
　以上、本実施形態の内視鏡の洗浄用アダプタと、内視鏡及び内視鏡の洗浄用アダプタの
セットについて説明したが、本発明は、上記の構成に限定されるものではなく、本発明の
技術的思想の範囲内において様々な変形が可能である。
【符号の説明】
【００４４】
１０　超音波内視鏡
１１　操作部
１１ａ　処置具挿入口突起
１１ｂ　流路切換スイッチ
１１ｃ　湾曲操作レバー
１１ｄ　送気送液用シリンダ
１１ｅ　吸引用シリンダ
１２　挿入部
１２ａ　先端部
１２ｂ　第１ケーブル
１２ｃ　センサ
１３　第２ケーブル
１４　超音波画像伝送用ケーブル
１５　データ処理装置コネクタ部
１５ａ，１５ｂ　開口ポート
１６　超音波画像処理装置コネクタ部
１８　湾曲部
２６　処置具挿通兼吸引管
２６ａ，２８ａ，３０ａ，３２ａ，３４ａ　先端開口
２８，３０，３２、３４　流路（個別流路）
２６ｂ，２８ｂ，３０ｂ，３２ｂ，４０ａ，４２ａ，４４ａ，５９ａ，５９ｂ　開口
４０，４２，４４　共通流路
５０　第１アダプタ
５２ａ，５２ｂ　第１装着部
５４ａ，５４ｂ　第１洗浄管
５６ａ，５６ｂ　第１洗浄液流路
５８ａ，５８ｂ　流路孔（接続流路）
６０　第２アダプタ
６２　第２装着部
６４ａ，６４ｂ　第２洗浄管
６６ａ，６６ｂ　第２洗浄液流路
６８ａ，６８ｂ　流路孔
８０，８２，８４　接続流路
８６，８８　Ｏリング
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摘要(译)

可靠地进行时间和有效地清洁，通过该气态或液态流体可进行内窥镜的
附着清洁适配器的清洁的内窥镜镜头内的内窥镜的流路以检查生物组
织。 的内窥镜清洗适配器是用于安装在内窥镜的操作部流路转换开关的
部分中，第一安装部分被配置成可互换地安装在所述信道选择开关之
间，通过其提供从清洗液源供给的清洗液1清洗液流动路径，连接到所述
第一安装部包括一第一适配器和第一清洗管用于供给清洗液。其中，由
被附接到所述操作单元来代替信道选择器开关的第一安装部，在第1清洗
液流动路径中提供的公共信道和操作单元作为清洗液的供给通道，多个
其中第一洗涤液流动路径与共用流路，在内窥镜的插入部，所述多个单
独的信道之间流体流过，连接到一个对一清洗液的连接通道如图1所
示。 点域5
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